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研究課題名 人と環境に優しいネコブセンチュウ防除法の最適化 

研究結果 

【忌避物質の単離・構造解析】 

イチゴの根1,000株分の有機溶媒抽出物を出発材料とした。ネコブセンチュウに対する走化性試

験を指標として、有機溶媒抽出物を各種クロマトグラフィーにより精製を進めた。得られた忌

避物質1.4mgについてESI-TOF-MSならびにNMRによる構造解析を行った結果、本忌避物質の化学

構造をp-hydroxybenzoic acidと決定した。 

【シミュレーション実験】 

ポット試験により土壌中での忌避活性を検証した。ネギの根への侵入率を測定したところ、未

処理では侵入率 23%であったのに対し、p-hydroxybenzoic acid 処理により侵入率 3%と激減し

た。よって、本物質は培養土中でも十分に忌避活性を示すことが明らかとなった。 

【構造活性相関】 

忌避物質の幾何異性体（o 体,m 体）は忌避活性を示さなかったことから忌避活性には p 体であ

ることが重要であることが明らかとなった。また、水酸基をアセチル化しても活性は消失ぜ

ず、カルボン酸をメチルエステル化すると活性が完全に消失したことから、ｐ位に存在するカ

ルボキシル基が忌避活性に重要であることが明らかとなった。 

研究成果 

本研究ではイチゴ由来のネコブセンチュウ忌避物質としてp-hydroxybenzoic acidを同定し

た。本物質は1,000ppmで活性を示し、活性発現にはp位におけるカルボキシル基の存在が重要で

あることを明らかにした。ポット試験の結果、本物質は栽培土に添加することにより、農作物

へのネコブセンチュウの侵入を阻害することが明らかとなった。 

 本研究成果により、ネコブセンチュウ防除法として①栽培土へイチゴの根のすき込むこと、

②イチゴの根抽出物の栽培土への添加が有効であることが示された。 
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研究課題：人と環境に優しいネコブセンチュウ防除法の最適化 

鳥取大学農学部・教授・河野 強 

 

 本研究では、重篤な農業被害を引き起こすサツマイモネコブセンチュウの新

たな防除法の開発を目指して、忌避物質の単離・構造決定と構造活性相関を行

った。 

 イチゴの根 1,000 株分の有機溶媒抽出物を出発材料とし、サツマイモネコブ

センチュウに対する走化性試験を指標として、忌避物質を精製した。得られた

忌避物質の構造解析を行い、本物質が p-hydroxybenzoic acid と決定した。ポッ

ト試験の結果、本物質は 1,000ppm で有意にネコブセンチュウ線虫を農作物（ト

マト）への侵入を阻害した。さらに、構造活性相関実験を行い、忌避活性には

①p配位が必須であること、②カルボキシル基が必須であること、などを明らか

にした。 

 


